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こ
の
一
年
間
に
定
昇
凍
結
や
賃
金
カ
ッ
ト
、

派
遣
・
請
負
労
働
者
の
減
少
な
ど
を
経
験
し
、

会
社
の
縮
小
や
、
今
の
仕
事
が
な
く
な
る
こ

と
を
懸
念
す
る
組
合
員
が
約
半
数
に
達
し
て

い
る―

―

。
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
組

合
で
つ
く
る
電
機
連
合
（
六
四
万
人
）
が
先

ご
ろ
ま
と
め
た
「
組
合
員
意
識
調
査
」
結
果

報
告
で
こ
ん
な
組
合
員
の
心
情
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。「
生
活
や
仕
事
に
将
来
不
安
を
抱

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
の
や
り

が
い
感
は
高
い
」「
能
力
重
視
の
人
事
労
務
管

理
を
肯
定
す
る
が
、
賃
金
は
生
活
給
を
重
視

し
て
欲
し
い
」「
雇
用
形
態
が
異
な
る
人
と
の

連
携
は
大
事
だ
け
ど
、
正
規
と
非
正
規
の
格

差
は
当
然
」
な
ど
、
一
見
、
相
反
す
る
考
え

が
混
在
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
電
機
連

合
は
、「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
低
迷

の
な
か
、
厳
し
い
職
場
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
」
な
ど
と
話
し
て
い
る
。

　

調
査
は
、
組
合
員
の
仕
事
観
や
職
場
生
活

上
の
課
題
、
会
社
観
な
ど
を
探
る
目
的
で
五

年
に
一
度
行
っ
て
い
る
も
の
。
今
回
は
昨
年

九
月
、
一
万
人
の
組
合
員
（
対
象
組
合
一
六

三
組
合
）
を
対
象
に
実
施
し
た
（
回
収
率
九

二
・
七
％
）。

　

回
答
者
の
属
性
は
、
大
卒
と
大
学
院
修
了

が
一
〇
年
前
の
前
々
回
調
査
よ
り
一
二
・
七

ポ
イ
ン
ト
増
え
て
四
九
・
〇
％
と
、
約
半
数

を
大
卒
以
上
が
占
め
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
職

種
も
技
能
・
生
産
関
連
職（
三
一
・
一
％
、前
々

回
調
査
比
一
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
）
が
減
少

す
る
一
方
、
事
務
、
営
業
・
販
売
職
（
三
〇
・

九
％
、
同
一
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
）
が
増
加

し
て
い
る
。

　

採
用
形
態
は
定
期
採
用
（
八
三
・
八
％
）

が
多
数
派
で
、
中
途
採
用
は
一
五
・
九
％
の

み
。
役
職
構
成
は
、「
一
般
」
が
六
五
・
九
％

で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
主
任
・
係
長
ク
ラ

ス
」（
二
四
・
九
％
）、「
職
場
の
ま
と
め
役
・

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
（
職
制
上
の
役
職
で
は

な
い
）」（
八
・
四
％
）
な
ど
だ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
傾
向
は
前
回
調
査
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
。

約
８
割
が
生
活
の
先
行
き
に
不
安

を
　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
生
活
の
先
行
き
見

通
し
に
つ
い
て
、
約
八
割
が
将
来
に
不
安
や

不
満
を
抱
い
て
い
る（「
か
な
り
不
満
・
不
安
」

＋
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
・
不
安
」）。

年
齢
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
不
満
や
不
安
を
感

じ
て
い
る
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
と
り

わ
け
男
性
の
四
〇
代
〜
五
〇
代
前
半
層
は

「
か
な
り
不
満
・
不
安
」
の
比
率
が
高
ま
る

傾
向
に
あ
る
（
図
１
）。

４
人
に
３
人
が
仕
事
の
将
来
に
不

安
感

　

さ
ら
に
、
自
分
の
仕
事
の
将
来
に
対
す
る

不
安
感
の
有
無
を
み
る
と
、
不
安
感
が
あ
る

（「
強
い
不
安
感
が
あ
る
」
＋
「
か
な
り
不

安
感
が
あ
る
」）
と
の
回
答
が
七
五
・
四
％

を
占
め
た
。
一
九
八
九
年
の
調
査
以
降
、
増

加
傾
向
に
あ
り
、
今
回
は
過
去
最
高
値
を
記

録
し
た
（
図
２
）。

　

不
安
感
が
あ
る
人
は
、
一
九
八
九
年
に
は

約
半
数
だ
っ
た
が
、
今
回
は
四
分
の
三
に
達

し
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
電
機
連
合

は
「
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
経
営
悪
化
で
、
リ

ス
ト
ラ
を
経
験
し
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
以

降
、
好
景
気
で
も
組
合
員
の
不
安
感
が
払
拭

将来不安を抱えつつも
仕事のやりがい感は高い

電機連合の組合員意識調査

リーマンショック後の職場実態が浮き彫りに

図１　生活の先行き見通し（％）

図２　仕事の将来性（％）
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さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
さ
ら
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　

な
お
、
性
別
で
は
、「
不
安
が
あ
る
」
男
性

が
七
六
・
六
％
な
の
に
対
し
、
女
性
は
七
〇
・

五
％
。
年
代
別
で
は
、
生
活
の
先
行
き
見
通

し
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
男
性
の
中
高
年

層
で
強
い
不
安
感
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

職
種
別
で
は
、
技
能
・
生
産
関
連
と
技
術
、

男
性
の
営
業
・
販
売
で
「
不
安
が
あ
る
」
人

が
七
割
台
後
半
を
占
め
た
。

雇
用
に
対
す
る
不
安
が
ト
ッ
プ

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
不
況
で
、
電

機
産
業
で
は
厳
し
い
職
場
環
境
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
調
査
を
実
施
し
た
二
〇

〇
九
年
の
春
闘
で
は
、
定
期
昇
給
の
凍
結
や

賃
金
カ
ッ
ト
を
実
施
す
る
企
業
も
散
見
さ
れ

た
。
電
機
連
合
が
同
年
に
実
施
し
た
「
生
活

実
態
調
査
」
結
果
で
も
、
三
割
の
組
合
員
が

「
自
分
の
会
社
は
五
年
経
っ
て
も
業
績
が
回

復
で
き
な
い
」
と
の
厳
し
い
見
通
し
を
持
っ

て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
な
ぜ
不
安
を
感
じ
る
の
か
を
聴

い
た
問
（
九
項
目
か
ら
三
つ
以
内
選
択
）
を

み
る
と
、「
会
社
が
縮
小
し
た
り
倒
産
す
る
」

こ
と
を
恐
れ
て
い
る
人
が
五
四
・
三
％
で
過

半
数
に
上
っ
て
い
る
ほ
か
、「
今
の
仕
事
・
職

場
が
な
く
な
る
」
こ
と
へ
の
不
安
が
約
四
割
。

「
配
転
等
で
仕
事
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
」

こ
と
と
「
仕
事
が
肉
体
的
・
精
神
的
に
き
つ

く
な
る
」
こ
と
へ
の
不
安
も
そ
れ
ぞ
れ
三
割

強
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
知
識

や
技
能
が
役
に
立
た
な
く
な
る
」
と
「
出
向

等
で
今
の
会
社
で
働
け
な
く
な
る
」
こ
と
へ

の
不
安
も
三
割
弱
と
少
な
く
な
い
（
図
３
）。

　

こ
れ
ら
上
位
項
目
に
男
女
差
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
が
、
年
齢
別
で
は
男
性
の
五
〇
代

で「
今
の
仕
事
や
職
場
が
な
く
な
る
」と
い
っ

た
リ
ス
ト
ラ
を
懸
念
す
る
項
目
が
不
安
理
由

の
ト
ッ
プ
に
あ
が
っ
て
い
る
一
方
、
男
性
二

〇
代
後
半
〜
三
〇
代
、
女
性
三
〇
代
後
半
〜

四
〇
代
で「
会
社
が
縮
小
し
た
り
倒
産
す
る
」

と
指
摘
す
る
回
答
が
多
く
な
る
な
ど
の
特
徴

が
あ
る
。
前
回
調
査
と
の
比
較
で
は
、
二
〇

代
〜
三
〇
代
の
若
年
層
で
「
会
社
が
縮
小
し

た
り
倒
産
す
る
」
こ
と
へ
の
不
安
が
高
ま
っ

て
い
る
点
が
目
立
つ
。

　

出
向
中
の
人
の
「
出
向
等
で
今
の
会
社
で

働
け
な
く
な
る
」
回
答
比
率
が
高
い
の
も
特

徴
の
一
つ
。
今
の
出
向
先
か
ら
戻
れ
な
く
な

る
と
の
不
安
を
持
つ
人
も
少
な
く
な
い
よ
う

だ
。

７
割
が
今
の
仕
事
に
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る

　

で
は
、
今
の
仕
事
や
職
業
生
活
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、六
九
・
一
％
が
「
あ

る
」（「
あ
る
」
＋
「
や
や
あ
る
」）
と
回
答
し

て
お
り
（
図
４
）、
そ
の
原
因
（
一
八
項
目

か
ら
四
つ
以
内
選
択
）
は
「
職
場
や
仕
事
の

将
来
が
不
安
」
が
三
七
・
四
％
で
ト
ッ
プ
。

以
下
、「
仕
事
量
が
多
す
ぎ
る
」（
三
〇
・
六
％
）、

「
仕
事
の
配
分
や
待
遇
に
不
公
平
が
あ
る
」

（
二
九
・
二
％
）、「
能

力
が
発
揮
で
き
な

い
」（
二
一
・
四
％
）、

「
長
い
時
間
神
経
を

集
中
す
る
」（
一
七
・

八
％
）、「
働
く
時
間

が
長
い
」（
一
七
・

七
％
）、「
人
間
関
係

が
よ
く
な
い
」（
一

七
・
二
％
）
な
ど
が

続
く
（
図
５
）。

　

将
来
不
安
が
大
き

な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス

に
な
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
仕
事
量
や
労

働
時
間
の
長
さ
、
不

公
平
感
な
ど
、
組
合

員
の
ス
ト
レ
ス
の
原

因
は
多
岐
に
渡
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
ト
レ

ス
の
度
合
い
と
原
因

図３　仕事の将来に不安を感じる理由（３つ以内選択）

図４　現在の自分の仕事や職業生活に関することで強い不安、悩み、
ストレスとなっていると感じている事柄の有無

図５　仕事や職業生活に関する不安、悩み、ストレスの原因
（４つ以内選択）
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と
の
関
係
を
み
る
と
、ス
ト
レ
ス
が「
あ
る
」

と
答
え
た
人
は
、「
能
力
が
発
揮
で
き
な
い
」

「
仕
事
の
配
分
や
待
遇
に
不
公
平
が
あ
る
」

「
仕
事
が
自
分
に
合
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の

仕
事
の
中
味
の
問
題
や
、「
働
く
時
間
が
長

い
」「
仕
事
量
が
多
す
ぎ
る
」
と
い
っ
た
労
働

時
間
に
関
連
す
る
選
択
肢
の
比
率
が
や
や
高

目
に
で
て
い
る
。
加
え
て
、「
人
間
関
係
が
よ

く
な
い
」
や
「
孤
立
を
感
じ
た
り
相
談
相
手

が
い
な
い
」
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
悩
み
も

強
い
。

半
数
が
派
遣
・
請
負
の
減
少
や
定

昇
凍
結
。
賃
金
カ
ッ
ト
を
経
験

　

こ
う
し
た
将
来
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

た
組
合
員
が
働
く
職
場
に
は
、
ど
う
い
っ
た

変
化
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
一
年

間
で
職
場
に
起
き
た
変
化
（
一
一
項
目
か
ら

該
当
項
目
全
て
選
択
）
を
尋
ね
る
と
、「
職
場

の
派
遣
・
請
負
労
働
者
の
減
少
」（
五
一
・

〇
％
）
と
「
定
期
昇
給
の
凍
結
や
賃
金
カ
ッ

ト
」（
五
〇
・
四
％
）
が
と
も
に
約
半
数
を
占

め
て
い
る
。

　

最
近
の
職
場
の
風
潮
と
し
て
、
異
な
る
会

社
か
ら
来
て
い
る
派
遣
労
働
者
や
、
別
の
ラ

イ
ン
を
受
け
持
っ
て
い
た
請
負
労
働
者
が
い

な
く
な
る
と
同
時
に
、
自
ら
も
定
昇
カ
ッ
ト

や
賃
金
凍
結
を
経
験
し
た
組
合
員
が
少
な
く

な
い
よ
う
だ
。

　

こ
れ
に
「
部
門
統
合
な
ど
に
よ
る
職
場
の

再
編
成
」（
三
八
・
一
％
）が
四
割
弱
。「
出
向
・

転
籍
及
び
配
転
な
ど
の
異
動
の
増
加
」（
三

三
・
一
％
）
と
「
一
時
帰
休
・
臨
時
休
業
や

操
業
短
縮
」「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
契
約
社
員

な
ど
の
雇
い
止
め
」（
と
も
に
二
七
・
五
％
）

も
三
割
前
後
で
続
く
。「
新
規
採
用
の
抑
制
」

（
一
九
・
八
％
）、「
希
望
退
職
募
集
や
早
期

退
職
制
度
の
優
遇
」（
一
六
・
四
％
）
の
割
合

も
低
く
な
い
（
図
６
）。

大
き
い
要
員
・
人
員
不
足
に
対
す

る
不
満

　

そ
ん
な
職
場
や
仕
事
の
改
善
点
は
何
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
（
一
三
項
目
か
ら
三
つ
以
内

選
択
）、「
仕
事
量
に
比
べ
要
員
の
絶
対
数
が

少
な
い
」（
四
三
・
六
％
）
と
「
仕
事
の
遂
行

能
力
を
有
す
る
人
材
が
足
り
な
い
」（
四
二
・

五
％
）
と
す
る
割
合
が
と
も
に
高
く
、
三
番

目
以
下
に
は
、「
賃
金
・
一
時
金
な
ど
の
水
準

が
低
い
」（
二
六
・
四
％
）、「
年
休
や
代
休
が

な
か
な
か
と
れ
な
い
」（
一
九
・
二
％
）、「
賃

金
体
系
・
昇
進
基
準
に
不
公
平
が
あ
る
」（
一

五
・
九
％
）
が
続
く
も
の
の
、
上
位
二
項
目

に
大
き
く
水
を
空
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
傾

向
は
、
前
回
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ
。
組
合
員
の

要
員
・
人
員
不
足
に
対
す
る
不
満
が
根
強
い

こ
と
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
（
図
７
）。

　

た
だ
し
、
前
回
の
調
査
と
比
べ
る
と
、
要

員
・
人
員
不
足
を
課
題
と
す
る
回
答
割
合
が

下
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
、「
賃
金
・
一
時
金

な
ど
の
水
準
が
低
い
」
と
す
る
率
は
前
回
よ

り
四
・
二
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
る
。
要
員
不

足
へ
の
不
満
が
相
変
わ
ら
ず
高
い
一
方
で
、

処
遇
へ
の
不
満
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

図６　ここ１年間の職場状況（複数選択）
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図７　職場生活上の改善・充実課題（３つ以内選択）



特集―働き方をめぐる新たな課題

Business Labor Trend 2010.8

13

定
年
ま
で
働
き
た
い
企
業
内
定
着

派
が
増
加

　

調
査
は
、
組
合
員
の
仕
事
観
や
会
社
観
、

仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
も
調
べ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
別
の
角
度
か

ら
調
査
結
果
を
み
て
い
き
た
い
（
表
１
）。

　

ま
ず
、
働
き
方
に
対
す
る
考
え
方
を
み
る

と
、「
労
働
条
件
に
不
満
が
あ
っ
て
も
定
年
ま

で
現
在
の
会
社
に
勤
め
る
つ
も
り
だ
」
と
す

る
企
業
内
定
着
派（「
こ
の
考
え
方
に
近
い
」

＋
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
こ
の
考
え
方
に
近

い
」）
が
六
二
・
六
％
で
多
数
を
占
め
、「
労

働
条
件
が
下
が
っ
て
も
、
や
り
た
い
仕
事
な

ら
ば
転
職
し
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
す
る
転

職
肯
定
派
（
同
）
の
三
六
・
九
％
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

　

時
系
列
で
過
去
の
デ
ー
タ
を
振
り
返
る
と
、

一
九
九
四
年
の
調
査
ま
で
は
両
者
イ
ー
ブ
ン

で
や
や
転
職
肯
定
派
が
多
か
っ
た
も
の
が
、

そ
の
後
、
ほ
ぼ
半
々
の
ま
ま
企
業
内
定
着
派

が
若
干
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
今
回
、
企
業

内
定
着
派
が
前
回
比
で
一
気
に
一
〇
ポ
イ
ン

ト
以
上
も
跳
ね
上
が
っ
た
格
好
だ
。

　

ま
た
、
今
回
は
二
四
歳
以
下
の
若
年
層
の

企
業
内
定
着
派
の
増
加
幅
が
男
女
と
も
に
大

き
か
っ
た
の
も
特
徴
で
、
昨
今
の
厳
し
い
就

職
戦
線
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
層
の
定
着
志

向
が
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

な
お
、
職
制
へ
の
昇
進
に
関
し
て
は
、「
会

社
勤
め
を
し
て
い
る
以
上
、
管
理
職
に
な
り

た
い
」
と
す
る
管
理
職
志
向
派
（
同
）
は
三

割
弱
に
過
ぎ
ず
、「
能
力
を
発
揮

す
る
機
会
が
あ
れ
ば
管
理
職
ポ

ス
ト
へ
の
昇
進
は
こ
だ
わ
ら
な

い
」
非
管
理
職
志
向
派
（
同
）

の
方
が
七
割
に
達
し
て
い
る
。

能
力
主
義
は
肯
定
す
る

も
、
賃
金
は
生
活
給
重

視
で

　

一
方
、「
能
力
や
実
績
さ
え
あ

れ
ば
同
期
入
社
の
者
や
後
輩
が

自
分
よ
り
先
に
昇
進
し
て
も
か

ま
わ
な
い
」
と
す
る
能
力
主
義

肯
定
派
と
、「
た
と
え
能
力
や
実

績
が
あ
っ
て
も
同
期
入
社
者
や

後
輩
が
自
分
よ
り
先
に
昇
進
す

る
の
は
嫌
だ
」
と
い
う
年
功
重

視
派
の
ど
ち
ら
の
考
え
方
に
近

い
か
の
設
問
に
対
し
て
は
、
過

去
か
ら
一
貫
し
て
前
者
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
今
回
の
調
査
も

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
男
女

と
も
に
能
力
主
義
肯
定
派
が
多
数
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
過
去
か
ら
の
時
系

列
で
み
る
と
、
女
性
の
増
加
幅
が
男
性
の
そ

れ
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。

　

調
査
は
さ
ら
に
、
賃
金
・
一
時
金
の
決
定

要
素
に
つ
い
て
「
賃
金
や
一
時
金
は
成
果
や

業
績
に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き
だ
」
と
す
る
成

果
給
重
視
派
と
、「
賃
金
や
一
時
金
は
年
齢
や

生
活
段
階
の
対
応
し
た
生
活
費
を
ま
か
な
え

る
水
準
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
す
る
生
活
給
重

視
派
の
ど
ち
ら
の
考
え
方
に
近
い
か
に
つ
い

て
も
質
問
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
は
、
前
回
調
査
よ
り
生
活
重
視

派
が
増
え
た
結
果
、
前
者
が
五
〇
・
四
％
、

後
者
が
四
八
・
七
％
と
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
た
。

こ
の
間
の
不
況
で
、
家
計
の
一
部
と
し
て
組

み
込
ま
れ
て
い
る
一
時
金
が
大
き
く
変
動
し

た
こ
と
へ
の
不
安
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

た
と
え
労
働
条
件
に
不
満
が
あ
っ

て
も
今
の
会
社
に
定
年
ま
で
勤
め
、

能
力
が
発
揮
で
き
れ
ば
あ
え
て
管
理

職
に
な
り
た
い
と
は
思
わ
ず
、
人
事

処
遇
は
能
力
主
義
を
志
向
し
な
が
ら

も
、
賃
金
や
一
時
金
は
生
活
給
を
重

視
し
て
欲
し
い―

―

。
組
合
員
の
働

き
方
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
、
多
数
派

を
中
心
に
大
括
り
で
ま
と
め
る
と
、

こ
ん
な
考
え
方
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
調
査
実
施
時

に
総
合
研
究
企
画
室
の
事
務
局
長

だ
っ
た
矢
木
孝
幸
書
記
次
長
は
、「
今

の
経
済
環
境
や
産
業
下
で
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
非
常
に
速
く
変
化
す
る
な
か
に

あ
っ
て
は
、
新
製
品
を
よ
り
早
く
よ

り
安
く
出
す
こ
と
で
顧
客
満
足
度
を

高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
な
か
で
は
、
も
う
年
功
主
義
は
立
ち
行
か

な
い
し
、
能
力
の
高
い
人
が
前
面
に
で
て
良

い
仕
事
を
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の

発
想
が
強
く
な
る
。
た
だ
し
、
従
業
員
で
あ

る
自
分
が
生
活
し
て
い
く
に
は
、
一
定
の
生

活
費
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
給
与
に

つ
い
て
は
成
果
給
よ
り
生
活
給
を
重
視
し
て

欲
し
い
と
の
考
え
方
に
傾
く
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
と
話
し
て
い
る
。

職
業
能
力
は
「
通
用
す
る
」「
し
な

い
」
が
拮
抗

　

調
査
結
果
か
ら
は
、
企
業
内
定
着
志
向
が

増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
将
来
不

安
が
あ
り
、
そ
も
そ
も
今
の
会
社
が
定
年
ま

で
存
続
で
き
る
か
に
つ
い
て
も
危
ぶ
む
人
が

多
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
な
ら
ば
、
組
合

員
は
自
ら
の
職
業
能
力
が
他
社
で
ど
の
程
度

表１　働き方に対する考え方
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通
用
す
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
あ
な
た
の
自
分
の
職
業
能
力
が
他
社
で

ど
の
程
度
通
用
す
る
か
」
と
の
設
問
を
確
認

す
る
と
、「
通
用
す
る
」（「
十
分
通
用
す
る
」

＋
「
あ
る
程
度
通
用
す
る
」）
が
四
三
・
九
％
、

「
通
用
し
な
い
」（「
全
然
通
用
し
な
い
」＋「
あ

ま
り
通
用
し
な
い
」）
が
四
一
・
三
％
で
拮

抗
し
て
い
る
（
図
８
）。
そ
こ
で
、
通
用
度

を
年
代
別
に
み
る
と
、
男
性
は
二
〇
代
の
間

に
自
信
を
つ
け
る
人
が
増
え
て
い
き
、
三
〇

代
以
降
は
約
半
数
で
推
移
す
る
。
こ
れ
に
対

し
、
女
性
は
二
〇
代
後
半
〜
三
〇
代
前
半
で

通
用
度
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
今
の
女
性
の
高
学
歴
層
の
増
加

が
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。

会
社
の
発
展
に
最
善
を
尽
く
す
人

が
増
加
傾
向
に

　

で
は
、
会
社
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
の
か
。
会
社
観
を
尋
ね
た
質
問
を

み
る
と
、「
会
社
が
自
分
に
報
い
て
く
れ
る
程

度
に
尽
く
し
た
い
」
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
型
が
半

数
を
占
め
て
最
も
多
く
、「
会
社
発
展
の
た
め

に
自
分
の
最
善
を
尽
く
し
た
い
」
最
善
型
が

約
三
割
、「
会
社
に
対
し
て
こ
れ
と
い
っ
た
感

じ
は
持
っ
て
い
な
い
」
関
心
希
薄
型
が
二
割

弱
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
９
）。

　

過
去
の
調
査
結
果
を
紐
解
い
て
み
る
と
、

「
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
型
」
が
一
番
多
い
点
で
は

変
わ
り
は
な
い
が
、「
最
善
型
」
の
比
率
は
一

九
八
〇
年
代
か
ら
九
四
年
調
査
ま
で
は
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
九
九
年
調
査
で
大
き

く
増
え
、
二
〇
〇
五
年
調
査
で
や
や
減
少
し

て
今
回
再
び
増
加
の
動
き
を
見
せ
て
い
た
。

矢
木
氏
は
、「
今
回
の
社
会
環
境
は
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
九
四
年
と
似
て
い
る
が
、
組
合
員
の

会
社
観
は
、
九
四
年
は
最
善
型
が
減
少
し
て
、

今
回
は
増
え
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
九
四
年
は
大
々
的
な
リ
ス

ト
ラ
な
ど
で
会
社
へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
だ
こ

と
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
長
引
く
不
況
で
将

来
不
安
が
払
拭
で
き
ず
、
不
況
下
で
は
リ
ス

ク
の
あ
る
転
職
よ
り
今
の
会
社
で
頑
張
り
た

い
と
考
え
る
組
合
員
が
増
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
生
活
や
会
社
の
将
来
に
不

安
が
あ
る
時
に
は
会
社
に
強
い
関
心
を
持
ち

始
め
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ず
、
事
業
の
発
展

の
た
め
に
尽
く
し
た
い
と
考
え
る
人
が
増
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
」
な
ど
と
分
析
し
て
い
る
。

将
来
の
不
安
の
な
か
で
も
高
ま
る

や
り
が
い
感

　

一
方
、
不
況
な
ど
で
会
社
の
将
来
に
不
安

を
抱
く
環
境
下
に
あ
っ
て
も
、
組
合
員
の
や

り
が
い
感
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
今
の

仕
事
に
や
り
が
い
が
あ
る（「
か
な
り
あ
る
」

＋
「
ま
あ
あ
る
」）
と
の
回
答
は
前
回
調
査

よ
り
四
・
三
ポ
イ
ン
ト
多
い
七
六
・
一
％
に

達
し
た
。

　

そ
の
半
面
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
い
と
答

え
た
組
合
員
に
そ
の
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ

（
九
項
目
か
ら
二
つ
ま
で
選
択
）、「
仕
事
の

達
成
感
が
味
わ
え
な
い
」（
四
〇
・
七
％
）、「
仕

事
に
励
ん
で
も
生
活
が
良
く
な
ら
な
い
」（
二

七
・
九
％
）、「
仕
事
の
意
味
や
使
命
感
が
感

じ
ら
れ
な
い
」（
二
三
・
一
％
）、「
能
力
や
創

意
が
発
揮
で
き
な
い
」（
一
九
・
四
％
）、「
仕

事
が
自
分
に
む
い
て
い
な
い
」（
一
九
・
二
％
）、

「
仕
事
が
面
白
く
な
い
」（
一
八
・
六
％
）
な

ど
の
順
だ
っ
た
。「
仕
事
の
達
成
感
や
意
味
、

能
力
発
揮
、
適
正
な
ど
仕
事
内
容
へ
の
不
満

が
や
り
が
い
を
低
下
さ
せ
る
大
き
な
要
因
で

あ
り
、
仕
事
と
収
入
の
関
係
に
対
す
る
不
満

も
や
り
が
い
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
」

（
電
機
連
合
）。

図９　会社観（％）
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善会
を社
つ発
く展
しの
たた
いめ
　最

に報
尽い
くて
しく
たれ
いる
　程
　度

はこ
もれ
っと
てい
いっ
なた
い感
　じ

く会
関社
心に
がつ
ない
いて
　は
　全

無
回
答

図10　会社観（やりがい別）

図８　職業能力の他社での通用度
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会
社
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
強
い
や

り
が
い
高
い
人

　

ち
な
み
に
、
や
り
が
い
別
に
他
社

で
の
通
用
度
を
み
る
と
、
や
り
が
い

感
の
高
い
人
ほ
ど
、
通
用
度
も
高
い

の
が
特
徴
。
や
り
が
い
感
の
強
い
人

は
六
割
程
度
が
「
通
用
す
る
」（「
十

分
通
用
す
る
」
＋
「
あ
る
程
度
通
用

す
る
」）
と
回
答
。
逆
に
、
や
り
が

い
感
の
全
く
な
い
人
は
半
数
ぐ
ら
い

が
「
通
用
し
な
い
」（「
全
く
通
用
し

な
い
」
＋
「
あ
ま
り
通
用
し
な
い
」）

と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
会
社
観
を
や
り
が
い
度
別

に
み
る
と
、「
か
な
り
や
り
が
い
が
あ

る
」
人
は
全
力
を
投
入
し
て
会
社
の

発
展
に
尽
く
し
た
い
が
、「
や
り
が
い

の
な
い
」
人
は
こ
れ
と
い
っ
た
感
情

が
な
い
人
が
多
く
な
る
。
や
り
が
い

感
の
高
い
人
ほ
ど
、
会
社
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
が
強
い
（
図
10
）。

要
員
不
足
で
も
雇
用
増
よ
り

収
入
維
持
を

　

最
後
に
、
社
会
観
に
つ
い
て
尋
ね

た
設
問
か
ら
、
①
雇
用
と
収
入
の
関

係
②
機
会
平
等
と
格
差
③
正
社
員
と

非
正
規
社
員
の
待
遇
格
差
④
雇
用
形

態
が
異
な
る
労
働
者
と
の
連
帯―

―

な
ど
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
意
識
を

み
た
結
果
を
紹
介
し
て
お
き
た
い

（
表
２
）。

　

雇
用
と
収
入
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
雇
用
増
よ
り
収
入
水
準
を
維
持
す

べ
き
」
が
五
三
・
九
％
と
、「
収
入
減

で
も
全
体
の
雇
用
を
増
や
す
べ
き
」

（
四
五
・
〇
％
）
を
上
回
っ
た
。
年

齢
別
で
は
、
男
女
と
も
若
い
世
代
ほ
ど
「
雇

用
増
よ
り
収
入
水
準
維
持
」
派
が
多
く
、
男

性
二
〇
代
の
六
割
、
女
性
二
四
歳
以
下
の
七

割
を
占
め
て
い
る
。
既
述
の
問
で
要
員
不
足

を
職
場
の
課
題
に
あ
げ
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
少
し
意
外
な
結
果
に
み
え
な
く
も
な
い
。

機
会
平
等
が
保
障
さ
れ
れ
ば
格
差

は
当
然

　

次
に
、
機
会
の
平
等
と
格
差
に
つ
い
て
み

る
と
、「
機
会
平
等
が
保
障
さ
れ
れ
ば
格
差
は

当
然
」
と
す
る
考
え
が
六
八
・
七
％
を
占
め
、

「
機
会
平
等
よ
り
格
差
の
な
い
社
会
を
め
ざ

す
」
の
三
〇
・
三
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

男
女
と
も
に
二
〇
代
後
半
で
「
機
会
平
等
が

保
障
さ
れ
れ
ば
格
差
は
当
然
」
派
が
大
勢
を

占
め
る
。
ま
た
、
男
女
と
も
大
卒
・
大
学
院

修
了
の
八
割
弱
が
こ
の
考
え
方
を
支
持
す
る

な
ど
、
高
学
歴
層
ほ
ど
こ
の
傾
向
が
強
く
な

る
。

連
携
は
大
切
だ
が
、
雇
用
形
態
に

よ
る
格
差
も
当
然

　

格
差
に
関
し
て
は
、
正
社
員
と
非
正
規
社

員
の
待
遇
に
つ
い
て
も
聞
い
て
い
る
。
こ
の

設
問
で
は
、「
同
じ
仕
事
・

責
任
で
あ
っ
て
も
、
雇
用

形
態
が
異
な
る
の
で
、
正

社
員
と
非
正
規
社
員
の
格

差
は
当
然
」（
六
〇
・
六
％
）

が
、「
同
じ
仕
事
・
責
任
で

あ
れ
ば
、
正
社
員
の
給
料

が
下
が
っ
て
で
も
、
非
正

規
社
員
も
同
じ
待
遇
に
す

べ
き
だ
」（
三
八
・
六
％
）

を
か
な
り
引
き
離
し
た
。

男
性
に
比
べ
て
女
性
で

「
格
差
は
当
然
」
と
す
る

人
が
五
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
高
く
、
特
に
女
性
の

三
〇
代
後
半
〜
四
〇
代
後
半
で
は
七
割
弱
に

達
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
雇
用
形
態
が
異
な
る
労
働

者
と
の
連
帯
で
は
、「
雇
用
形
態
が
異
な
っ
て

も
連
帯
を
図
る
」
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て

八
四
・
〇
％
。
逆
に
「
雇
用
形
態
が
異
な
れ

ば
連
帯
を
図
る
必
要
は
な
い
」は
一
五
・
一
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
社
会
観
に
つ
い
て
、
矢
木
氏
は

「
特
徴
的
な
の
は
、
格
差
を
容
認
し
つ
つ
も

異
な
る
雇
用
形
態
の
労
働
者
と
連
帯
を
図
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
。
や
や
利
己
的

な
感
じ
が
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
雇
用
を

増
や
す
よ
り
収
入
を
ち
ゃ
ん
と
し
た
水
準
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
か
ら
で
、
収
入
減
で
も
全
体
雇
用
を
増

や
す
か
と
い
う
と
ま
ず
収
入
が
必
要
。
そ
の

う
え
で
、
機
会
の
平
等
が
保
障
さ
れ
て
い
れ

ば
格
差
は
当
然
あ
る
と
の
考
え
方
だ
。
そ
れ

で
も
雇
用
形
態
が
異
な
っ
て
も
連
帯
を
図
っ

た
方
が
い
い
と
思
う
人
が
八
五
％
と
圧
倒
的

に
多
い
」
な
ど
と
捉
え
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

新
井
栄
三
）

表２　社会のあり方について


